
民生福祉常任委員会審査日程 
 

 日 時  令和５年６月１２日(月)  

午前９時から            

場 所  第２委員会室       

 

～審査内容～ 

 

１ 議案第４３号 山陽小野田市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について           （病院） 

 

２ 議案第４４号 山陽小野田市民病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改

正する条例の制定について          （病院） 

 

３ 議案第３７号 令和５年度山陽小野田市病院事業会計補正予算（第１回）

について                  （病院） 

 

４ 所管事務調査 病院事業報告について            （病院） 

 

５ 議案第３６号 令和５年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算（第１

回）について                （高齢） 

 

６ 閉会中の継続調査事項 

 

※ 審査の進行状況により、審査の前倒し、先送りを行うこともあります。 
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（資料１） 

 

議案第４３号 山陽小野田市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 

１ 病床数の削減 

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

H27 病床機能報告 742 1,661 292 1,882 

R3 病床機能報告 378 1,783 615 1,356 

R7 病床数予定 378 1,721 743 1,269 

R7 必要病床数推計 328 937 879 1,064 

 

〇医療圏では、必要病床数推計に対して高度急性期・急性期・慢性期の病床が過剰

であり、回復期の病床が不足しています。 

〇市民病院は令和 2 年 7 月に急性期病床 55 床を地域包括ケア病床（回復期）に転

換しています。（転換後、急性期 160床、回復期 55床） 

市民病院の病床数 

期 間 急性期病床 回復期病床 全病床数 

～令和 2年 6月  215床 0床 215床 

令和 2年 7月～ 160床 55床 215床 

令和 5年 9月～ 144床 55床 199床 

   急性期病床 16床を削減して病床数を 199床とする。 

〇医療圏の病院で病床機能の転換が進んでいますが、依然として急性期の病床が

過剰となっています。 

 

 

２ 医療圏の人口推計 

 

 〇75歳以上の人口は 2030年をピークに減少する予想となっています。人口総数は

常に減少する予想となっています。 

 〇入院患者数についても人口の減少に伴い、将来的に減少する見込みです。 

40,257 43,670 50,431 52,225 49,688 45,993 43,624 

258,259 249,181 238,710 227,587 216,146 204,329 192,929 
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３ 削減後の病院運営に関して 

〇200 床未満となった場合に、算定できる外来管理加算等により外来収益の増加が

見込めます。（年間 5,700万円程度見込み） 

〇大きく削減すると入院患者が多い時期の病床管理が困難になります。（コロナ禍

の影響を受けていなかった平成 30年度の 1日平均入院患者数は 180人） 

 

 

４ 訪問看護ステーション設置について 

〇地域包括ケア病床（回復期の病床）の必要性 

  ・地域医療圏内での役割分担や機能強化を図る 

  ・高齢化や価値観の多様化による在宅医療を選択する医療ニーズへの対応 

  ・在宅や介護施設への復帰支援のためにある病床で、この地域に必要な機能 

   

 

〇地域包括ケア病床を維持するためには 

  ・200床以上の病院 

在宅療養後方支援病院 

 

  ・200床未満の病院になった場合 

    在宅療養支援病院    又は   訪問看護師ステーションの設置 

  

（「在宅療養支援病院の届出」の要件） 

・常勤医師が３名以上必要 

・24時間連絡が取ることができる医師が必要 

・市民病院の当直体制に入らない医師が往診担当となる。 

    

 

現在の当院の医師数では、基準を満たすことが難しい。 

 

 

以上を踏まえ、「訪問看護ステーション」を設置することにより、地域包括ケア病床

を維持することとしました。 

 

 

 

 

 



 資 料 ２ 

令和５年第２回（６月）市議会定例会・民生福祉常任委員会資料

議案第３７号　令和５年度山陽小野田市病院事業会計補正予算（第１回）

4/1～8/31 9/1～3/31 年間合計

急性期病床 160床 144床

地域包括ケア病床 55床 55床

合計 215床 199床

年間延入院患者数 26,145人 37,275人 63,420人

一日平均入院患者数 170.9人 175.0人 173.3人

病床稼働率 79.5% 87.9% 84.2%

入院単価 42,250円 42,401円 42,339円

年間延入院患者数 19,290人 26,838人 46,128人

一日平均入院患者数 126.1人 126.0人 126.0人

病床稼働率 78.8% 87.5% 83.6%

入院単価 44,400円 44,813円 44,640円

年間延入院患者数 6,855人 10,437人 17,292人

一日平均入院患者数 44.8人 49.0人 47.2人

病床稼働率 81.5% 89.1% 85.9%

入院単価 36,200円 36,200円 36,200円

年間延外来患者数 40,976人 54,766人 95,742人

一日平均外来患者数 394.0人 394.0人 394.0人

外来単価 12,200円 12,807円 12,547円

医療機能別

　５５床（１８）　→　４８床（１６）

　５５床（１８）　→　４８床（１６）

　５５床（１９）　→　５５床（１８）

　５０床（９）　→　４８床（９）

　※　有料個室は病床数の３割以下とする必要があるため、有料個室を５床削減する。

業務の予定量の概要

　７病棟

　８病棟

　急性期病棟

　急性期病棟

　地域包括ケア病棟

　急性期病棟

　病床数

　急性期病棟

　地域包括ケア病棟

　入院収益

　外来収益

　６病棟

3,630円(8)→3,850円(7)
有料個室数

8,800円(1)→8,800円(1)
5,500円(2)→5,500円(2)
4,400円(6)→3,850円(5)

1,650円(1)→1,650円(1)

病床数　（　）内は有料個室数病棟の構成

8,800円(1)→8,800円(1)

有料個室数
5,500円(2)→5,500円(2)
4,400円(6)→3,850円(5)
3,630円(8)→3,850円(7)
1,650円(1)→1,650円(1)

　５病棟

有料個室数

8,800円(1)→8,800円(1)
5,500円(2)→5,500円(2)
4,400円(6)→3,850円(6)
3,630円(8)→3,850円(8)
1,650円(2)→1,650円(1)

有料個室数

8,800円(1)→8,800円(1)
5,500円(2)→5,500円(2)

3,630円(4)→3,850円(4)
1,650円(2)→1,650円(2)













閉会中の継続調査事項について 

 

委 員 会 名 調 査 事 項 調 査 期 間 

民生福祉常任委員会 

・国民健康保険及び国民年金に関すること。 

・介護保険に関すること。 

・在宅介護者支援に関すること。 

・保健衛生に関すること。 

・保育所に関すること。 

・病院経営に関すること。 

・地域医療に関すること。 

・在宅医療介護連携に関すること。 

・人権・男女共同参画に関すること。 

・火葬場に関すること。 

・空き家等の適正管理及び利活用に関すること。 

・子育て支援に関すること。 

・障害者・高齢者福祉に関すること。 

・環境衛生に関すること。 

・社会福祉に関すること。 

・市民活動に関すること。 

・急患診療に関すること。 

・証明書コンビニ交付に関すること。 

・マイナンバーカードに関すること。 

・成年後見制度の利用促進に関すること。 

・文化に関すること。 

・スポーツに関すること。 

・スマイルエイジングに関すること。 

・新型コロナウイルス感染症に関すること 

（民生福祉常任委員会所管部分に限る。）。 

・地域運営組織に関すること。 

・地域交流センターに関すること。 

・再犯防止に関すること。 

・児童館に関すること。 

令和５年９月

定例会前日ま

で継続して閉

会 中 調 査 す

る。 

 


